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９月２１日の「国際平和デー」まで残り１００日となりました。 

 

「国際平和デー」は、全ての国と人々が世界恒久平和の実現への決意を表すとともに、

平和の大切さや尊さを考える重要な一日です。改めて、この「国際平和デー」を強く推

し進めておられるアントニオ・グテレス国連事務総長のリーダーシップに心から敬意

を表します。 

 

核兵器廃絶と世界恒久平和の実現を目指す平和首長会議では、「国際平和デー」の理念

に賛同し、２０１３年８月に策定した平和首長会議行動計画（2013－2017）に基づいて、

これまで世界各地の加盟都市に記念行事開催の呼び掛けを行ってきました。 

 

今年も、１６２か国・地域の７，３５５の加盟都市に対して、広島・長崎の原爆投下日

である 8 月 6 日から 9 日までの間のいずれかの日及び９月２１日の「国際平和デー」に

市民一人ひとりが平和への願いを共有し、その実現を祈念する取組を行っていただくよ

う呼び掛けます。 

 

今なお世界各地で武力紛争やテロが発生し、核拡散の危険が現実のものとなるなど、国

際情勢はますます混迷を深めています。核兵器のない平和な世界の実現を目指し、本日

から「国際平和デー」までの１００日間、加盟都市が心をひとつにして平和への願いを

結集させましょう。 

 

 

２０１７年６月１３日 

平和首長会議会長 

広島市長 松井 一實 


